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研究雑話(112)1姿勢反射の発達とリズム運動の酬 (10)

障害児教育動作学誌上実習(30)I <<両生類ハイハイ》にみる交叉相反性運動の難しさ。
藤井力 夫

前回は、 {カニさん歩き}におけ

る足底母指琢部支持と手指の機能

についてお話しました。蹄腐のまま

横移動できるためには、 〈アヒル歩

き}の段階6、即ち、関路位。足i掲

節底屈で也しっかりと母指球部で支

持できることが一つの要件でした。

足関節底屈での母指球部支持が安定

するほどに、重心移動のための腰部

同期が可能になり、手指での校t組、

A 《両生領・ハイハイ》の発達段階。
カニのハサミ

チヨキも作れる

のでした。これ

はまた、箸の利

用でみても 、「つ

まみ筈」への移

行と対応してい

ました。今回は、

リス.ム運動の一

つ、{両生類のよ

うなハイハイ}を

例にいくつかお

話したいと思い

ます。イモリの

ようなノ、イノ、ィ

で、子足を突互

に動かすために、

どのように腰部

の捻転を利用で

きるか。これが

問題でれ
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自発的負荷・

葡旬により露呈

されるもの乳

児は、版這L、か

らはじめ、膝這

いへと自由を獲

得します二図A'

階段1は、 l歳

8ヶ月児が両生

類ハイハイを模

倣しようとした

ときの動画(毎

秒 5コマ)です。本児は、膝這いを

卒業し、歩行も余分な力が抜け始め

ています。が、腹這いでの模倣は難

Lく、前進しようとすると膝這いに

なってしまいますs理由は、葡旬で

は膝遣い位の利点、保護伸展による

傾斜反応が利岡できなL、からです。

腰部からの捻りを媒介とした相反

性運動保諮伸展による傾斜ではな

く、腰部からの捻りで、どのように

突叉相反性の動きを誘発できるか。

これがポイントです。図Aに、右膝

を引き寄せ、右手を前方に世き、左

膝を引き寄せる過程をトレースしま

した。その構えができはじめるのは、

段階ι4歳2ヶ月前後 (50%タイ

ルー年齢、以下岡)の子どもたちで

す。アヒル歩きでは、跨鼠位移動の

持続でき始めた ・段階5と対応して

います。それ以前では、右膝を引き

寄せるが、 四つ這いふうになってし

まう(段階3， 3歳3ヶ月、これは、

アヒル歩き 段階4と対応)。砂場

遊びを始めた幼児、 2歳4ヶ月ぐら

いでは、段階2。前腕の引き寄せで

肩を捻転し、反対側の大腿が引き寄

せられるといった動作ですω

推進のための足関節背屈・利用

膝を引き寄せるときに足関節を背屈

させるのは、 段階5からです。5歳

3ヶ月前後で、アヒル歩き 段階6、

蹄躍での足底母指球部支持の安定化

と対応しています。移動のために、

足指をしっかり利用できるようにな

るのは、段階6です(6蔵 2ヶ月L

アヒル歩きー段階7で、手足の軸と

して腰部同期を利岡できる子どもた

ちです。 (北海道教育大学教授)


